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【今市事務所】TEL 22-5168
　　日光市今市１６５９-１０
【藤原事務所】TEL 70-1177
　　日光市柄倉７７８-１
【日光事務所】TEL 53-1661
　　日光市所野８３０

８月末日会員数５３８人

「
鮮
や
か
な
シ
モ
ツ
ケ
コ
ウ
ホ
ネ
」

撮
影
：
会
員
　
沼
尾
　
良
雄

仕
事
仲
間
か
ら
聞
い
て
希
少
植
物
の
シ
モ
ツ
ケ
コ
ウ
ホ
ネ
が
実
生
し
て
い
る
所
に
行
っ
て
、

丁
度
満
開
。
ニ
ュ
ー
ス
等
で
も
見
て
い
た
現
物
に
立
会
え
て
感
激
の
一
枚
。

　

コ
ロ
ナ
禍
三
年
目
、
変
異
に
よ
る
感

染
者
が
増
加
し
て
お
り
、
家
族
を
は
じ

め
周
り
の
人
達
の
た
め
に
も
感
染
対
策

に
十
分
留
意
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は「
自
主
・

自
立
、
共
働
・
共
助
」
を
理
念
と
し
て
、

高
齢
者
が
経
験
や
新
た
に
得
た
技
能
な

ど
を
生
か
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
活

躍
す
る
生
き
が
い
の
場
と
な
る
こ
と
を

目
的
に
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

諺
に
「
箱
根
山
、
駕
籠
に
乗
る
人
、
か

つ
ぐ
人
、そ
の
ま
た
草
鞋
を
つ
く
る
人
」

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
様
々
な
人
が
そ
の
責
任
を
果

た
す
こ
と
に
よ
り
世
の
中
の
日
常
が
成

り
立
っ
て
い
る
と
い
う
教
え
で
、
セ
ン

タ
ー
の
理
念
で
あ
る
「
共
働
・
共
助
」

に
も
通
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ

め
、
市
や
関
係
機
関
等
の
ご
指
導
ご
協

力
等
を
得
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
共
、

ご
支
援
等
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長

　
渡
辺
　
孝

会員募集

いろいろな分野の仕事に
就業しています

お仕事のご用命は便利な
シルバー人材センターへ

これをご覧になっているあなたは、毎日をどのように過ごしておられますか。
退職後も生きがいをもって地域の活動に参加してみませんか？

　朝晩めっきり涼しくなって参りました。今号の作
成にご協力頂いた皆様に心から感謝申し上げます。
　新型コロナが広まり、友人や地域の人とのつな
がりが減って、生きがいや生活意欲がなくなった
という高齢者が増えたという調査結果がありま
す。シルバ一人材センターは高齢者が自分の知識
や経験・技能を生かしてお仕事をしたり、仲間づ
くりをすることによって、社会に参加し生きがい
を充実させることなどを目的とした団体です。こ
の会報がひとりでも多くの皆様の“つながり”の
きっかけになれば幸いです。

山川　隆志　髙山　孝夫
目黒美津江　永井　健介

☎
今市：22-5168
藤原：70-1177
日光：53-1661

電話番号

事務分野
受付事務

筆耕・宛名書き
調査事務 など

技能分野
庭木の剪定
送迎車運転

障子・襖の張替え
大工仕事 など

サービス分野
家事援助サービス
子育て支援サービス
広報誌配布 など

管理分野
施設管理

駐車（駐輪）場管理
空き家管理 など

シルバー人材セ
ンターは、就業
や社会参加活動
を通して高齢者
の健康で生きが
いのある生活づ
くりをサポート
します。

高齢者の
生きがいづくり

シルバー人材
センターは、
さまざまな活
動を通して地
域再生にも大
きく貢献して
います。

シルバー人材
センターは、
地域公共団体
と連携し、地
域住民の生活
をサポートし
ています。

地域再生地域貢献
ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

理事
広報
部会

入会説明会について
毎月月末（土日・祝日は除く）に各事
務所で入会説明会を実施しています。
いつでもお気軽にお問合せ下さい。

日光市在住でおおむね 60歳以上の健康な高齢者で、働く意欲のある方であれば、
どなたでも入会できます。

お問合せは下記の電話番号まで。

会員それぞれの方にあった仕事を紹介します。
働いた仕事に応じ、毎月決められた日にセンターから配分金が支払われます。
シルバー保険にも加入するので、もしもの時も安心です。
お仕事の他にも愛好会の活動もあり、仲間と一緒に楽しい時間もいっぱいです。
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令和３年度

安全標語
優秀作品

安全
就業

過信せず　常に守ろう　安全基準 （沼生 　清）

気をつけて　慣れた仕事に　落し穴 （白澤 光一）

急がず　あわてず　安全第一 （川田 　稔）

交通
安全

運転の　技術も慣れも　過信は禁物 （沼生 　清）

高齢者の皆さん　加齢を自覚し　運転は慎重に （白澤 光一）

急ぐ時こそ、心に余裕を「安全運転」 （川田 　稔）

健康
管理

体力の　低下を自覚し　無理しない （川田 　稔）

健康づくりは、日ごろから、毎日歩こう無理をせず （濱野 雅巳）

毎日　明るく笑顔が　元気な“源” （沼生 　清）

さくら児童クラブ 　

今
市
小
の
中
に
あ
る
児
童
在
籍
数
百
十
六

名
、
指
導
員
十
名
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
下
校
後
や
長
期
休
み
期
間
の
時
間

を
四
教
室
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

外
遊
び
で
は
、
鉄
棒
、
ブ
ラ
ン
コ
、
シ
ー
ソ
ー

の
使
用
や
、
砂
場
遊
び
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
バ

ト
ミ
ン
ト
ン
、
鬼
ご
っ
こ
な
ど
で
元
気
い
っ
ぱ

い
遊
び
ま
す
。

　

室
内
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
適
切
な
感
染

対
策
を
し
、
お
や
つ
や
宿
題
、
読
書
、
室
内
遊

び
で
仲
良
く
過
ご
し
ま
す
。

　

指
導
員
も
安
全
を
見
守
り
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

元
気
で
、
明
る
く
、
楽
し
い
、
な
か
よ
し
児
童
ク
ラ
ブ
は

百
十
一
名
が
利
用
す
る
、
大
き
な
児
童
ク
ラ
ブ
で
す
。
指
導

員
は
十
名
、
通
常
時
は
八
名
の
指
導
員
が
子
ど
も
達
と
一
緒

に
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　

三
年
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
達
は
マ
ス
ク
の
着
用
が
常

態
化
し
暑
い
最
中
で
も
嫌
が
る
こ
と
な
く
マ
ス
ク
を
し
て
い

ま
す
。
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
終
息
し
日

常
の
生
活
が
戻
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

第
七
波
の
感
染
拡
大
で
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
も
子
ど
も
達

が
使
う
道
具
（
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
、
ラ
Q
、
ジ
ェ
ン
ガ
等
々
）、

教
室
の
テ
ー
ブ
ル
、
出
入
口
の
取
っ
手
部
分
な
ど
こ
ま
め
に

消
毒
を
す
る
な
ど
拡
大
防
止
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
休
み
は
感
染
拡
大
の
影
響
か
ら
取
り
や
め
に

な
っ
た
行
事
も
多
く
残
り
少
な
い
夏
休
み
を
有
効
に
使
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
成
長

を
見
守
り
な
が
ら
元
気
で
、
明
る
く
、
楽
し
い
児
童
ク
ラ
ブ
、

子
ど
も
の
心
の
片
隅
に
で
も
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
残
せ
る

よ
う
な
児
童
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

なかよし児童
クラブ

第
40
回
定
時
総
会

杉
並
木
探
訪
③

会
員
作
品
展

会
員
作
品
展

　

六
月
十
日（
金
）に
定
時
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
令
和
三
年
度
の
実
績
報
告

や
決
算
報
告
、
令
和
四
年
度
の
予
算
や

事
業
計
画
の
他
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
も
審
議
さ
れ
、
無
事
す
べ
て
の

議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
及
び
監
事
は
三
名
の
理
事
が
退

任
さ
れ
た
た
め
、
新
た
に
就
任
理
事
が

三
名
、
新
任
理
事
を
除
い
た
全
員
が
再

選
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
表
彰
で
は
、
退
任
さ
れ
た
理
事

三
名
、
二
十
年
在
籍
四
名
、
十
年
在
籍

十
九
名
、
安
全
標
語
優
秀
作
品
七
名
の

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
皆
様
も
よ
く
ご
存
じ
の
杉
並

木
の
お
話
で
す
。
杉
並
木
は
徳
川
家
康
、

秀
忠
、
家
光
の
家
臣
で
あ
る
松
平
正
綱
、

正
信
親
子
が
寛
永
二
年
か
ら
二
十
四
年

を
か
け
て
植
え
ら
れ
、
家
康
の
三
十
三

回
忌
慶
安
元
年
に
正
綱
が
寄
進
碑
の
建

立
を
計
画
し
て
林
羅
山
に
碑
銘
を
依
頼

す
る
等
の
準
備
の
最
中
に
没
し
、
正
信

が
親
の
遺
志
を
継
い
で
四
箇
所
の
寄
進

碑
を
建
立
し
ま
し
た
。
寄
進
碑
は
神
橋

及
び
三
街
道
杉
並
木
の
端
部
に
現
存
し

ま
す
。
並
木
の
延
長
は
日
光
・
例
幣
使
・

会
津
西
街
道
を
合
わ
せ
三
十
七
㎞
あ
り
、

そ
の
内
訳
は
日
光
今
市
間
八
・
五
㎞
、

今
市
大
沢
間
十
・
七
㎞
、
例
幣
使
街
道

の
今
市
小
倉
間
十
三
・
九
㎞
、
今
市
大

桑
間
三
・
七
㎞
に
及
び
ま
す
。
杉
並
木

は
昭
和
二
十
七
年
国
の
特
別
史
跡
に
、

昭
和
二
十
九
年
に
は
特
別
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
特

別
史
跡
・
特

別
天
然
記
念

物
の
二
重
指

定
は
わ
が
国

で
唯
一
の
も

の
で
す
。

　

六
月
十
五
日（
水
）か
ら
六
月
二
十
一

日（
火
）ま
で
の
七
日
間
、
杉
並
木
公
園

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

書
道
・
陶
芸
・
キ
ル
ト
の
作
品
展
示
の

他
、
土
日
に
は
陶
芸
や
手
芸
・
バ
ッ
グ

の
販
売
も
行
い
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人

日
光
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
役
員
名
簿

理
事
長　

渡
辺　
　

孝

副
理
事
長　

関
根　

浩
子

理　

事　

阿
部
い
つ
子

理　

事　

大
島　

貞
夫

理　

事　

加
藤　

啓
子

理　

事　

荒
木　

洋
子

理　

事　

大
田
原　

実

理　

事　

髙
山　

孝
夫

理　

事　

田
中　

惠
一

理　

事　

阿
部　

一
博

理　

事　

目
黒
美
津
江

理　

事　

山
川　

隆
志

理　

事　

吉
原　

一
典

理　

事　

永
井　

健
介

常 

務 

理 

事

兼
事
務
局
長　

絵
面
美
穂
子

監　

事　

金
子　

好
文

監　

事　

福
田　

幸
江

監　

事　

斎
藤　

雅
裕

役
員
表
彰
者
　
　

  

大
貫
キ
ミ
子

  

星
野　

三
男

 　
　
　
　

故 

小
林　

庸
男

在
籍
20
年
表
彰
者

 

小
川　

弘
夫 

熊
藤
ア
ヤ
子

 

石
川　

正
子 

荒
木　

洋
子

在
籍
10
年
表
彰
者

 

君
島　

昌
夫 

児
玉　

省
二

 

北
村　
　

義 

大
類
エ
リ
子

 

水
沼　

秀
子 

米
山　

節
男

 

齋
藤　

清
一 

青
木　

昭
子

 

福
田　

明
子 

齋
藤　

宏
子

 

秋
田　

勝
子 

井
上　

富
則

 
邉
見　

正
一 

大
山　

笑
子

 
福
田　

宏
子 

森
下
ア
ヤ
子

 
荒
井　

重
男 

内
田　

敏
幸

 

福
田　

幸
江

※任期：令和６年の総会の終了時まで


